
町政を問う！ 会派代表

　
　

26
年
４
月
に
供
用
開
始
さ

れ
た
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
屋

外
ト
イ
レ
を
皮
切
り
に
、
地
域

交
流
施
設
、
計
画
段
階
で
は
あ

る
が
屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
ま
た

34
年
４
月
供
用
開
始
を
目
途
に

建
設
を
予
定
し
て
い
る
新
ご
み

処
理
施
設
な
ど
、
大
足
東
地
区

の
転
車
台
周
辺
整
備
を
進
め
て

い
く
が
、
こ
の
新
た
な
拠
点
を

ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
、
人
々

が
集
い
憩
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

食
文
化
・
伝
統
文
化

を
活
か
し
た
、
人
・
も
の
・
情

報
が
活
発
に
行
き
交
う
よ
う
な

施
設
に
し
、
広
域
的
に
も
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と

　

も
考
え
て
い
る
。

　

周
辺
の
み
そ
蔵
を
観
光
で
散

策
で
き
る
よ
う
、
大
型
観
光
バ

ス
の
受
け
入
れ
を
可
能
と
す
る

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
、
屋

外
ト
イ
レ
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
「
ま

ち
歩
き
」
の
快
適
性
も
高
め
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
現
在
、
検
討
さ
れ

て
い
る
屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
、

町
内
外
か
ら
も
利
用
者
が
訪
れ
、

人
々
の
憩
い
の
場
に
な
る
と
期

待
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
世
代
を
超
え
て
、
次
の
世

代
に
つ
な
が
る
活
き
活
き
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　

名
鉄
知
多
武
豊
駅
東
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
駅
に
隣
接

し
、
本
庁
舎
と
も
ほ
ど
近
く
本

町
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
場
所

で
あ
る
。

　

将
来
を
見
据
え
た
上
で
、
知

多
武
豊
駅
周
辺
の
地
域
を
よ
り

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
で
事
業
を
完

成
さ
せ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

26
年
度
は
、

公
共
用
地
を
確
保
す
る
た
め
の

用
地
買
収
・
建
物
補
償
な
ど
を

行
う
。
27
年
度
よ
り
、
建
物
移

転
を
行
い
、
土
地
造
成
・
道
路

築
造
な
ど
の
工
事
を
進
め
、
８

年
間
で
の
事
業
完
了
を
目
指
し

て
い
る
。

　

当
該
地
区
周
辺
は
、
武
豊
町

の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
地
域
の
景
観
整

備
な
ど
の
要
望
を
地
元
商
店
街

や
地
権
者
で
研
究
・
検
討
し
て

い
る
。

　

名
鉄
知
多
武
豊
駅
、
Ｊ
Ｒ
武

豊
駅
の
周
辺
は
、
み
そ
・
た
ま

り
の
地
場
産
業
や
寺
社
、
鉄
道

の
歴
史
な
ど
の
魅
力
あ
る
資
源

を
活
か
し
た
武
豊
ら
し
い
中
心

市
街
地
と
な
る
よ
う
、
み
ゆ
き

通
り
の
拡
幅
事
業
、
転
車
台
・

地
域
交
流
施
設
エ
リ
ア
へ
の
ア

ク
セ
ス
路
の
整
備
な
ど
の
基
盤

整
備
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
よ
り
中
心
市
街
地
が

発
展
し
活
性
化
し
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。

政和クラブ
福本 貴久 議員

次世代に繋がるまちづくりをする答

転車台・駅周辺の
まちづくりは

問

人
々
が
集
い
憩
え
る

ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

知
多
武
豊
駅
周
辺
地
域
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

問

問

答

町
長

答

産
業
建
設
部
長

■地域交流施設平面図
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答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

問 問

問

問

問

問
　
　

25
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　

区
管
理
の
約
１
割
に

当
た
る
２
６
８
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

新
年
度
予
算
で
は
、
前
年
度

の
２
倍
で
あ
る
１
０
０
０
万
円

の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
10

年
計
画
を
短
縮
し
５
年
で
完
了

し
た
い
。

　
　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
　
　

消
費
電
力
と
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
を
約
60
％
削
減

で
き
、
約
５
倍
の
長
寿
命
の
た

め
、
維
持
管
理
費
の
削
減
効
果

が
大
き
い
。

　
　

各
区
へ
補
助
し
て
い
る
防

犯
灯
設
置
費
、
維
持
管
理
費
の

額
は
。

　
　

補
助
率
は
工
事
費
の
５
分

の
４
で
、
限
度
額
は
１
万
７
千

円
で
あ
る
。
維
持
管
理
費
は
電

気
代
他
１
灯
に
つ
き
年
額
３
５

０
０
円
の
補
助
で
あ
る
。

　

補
助
金
の
総
額
は
９
４
２
万

９
千
円
で
あ
る
。

　
　

区
か
ら
の
申
請
が
多
い
時

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

基
本
的
に
球

切
れ
時
に
交
換
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
補
正
予
算
も
考
え
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

武
豊
町
の
平
成
25
年
度
の

入
札
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

３
月
１
日
現
在

で
63
件
で
あ
る
。
応
札
者
が
い

な
い
こ
と
に
よ
る
不
調
、
応
札

は
あ
る
が
、
予
定
価
格
と
最
低

制
限
価
格
の
間
に
収
ま
ら
な
か

っ
た
不
落
は
い
ず
れ
も
な
い
。

　

63
件
中
51
件
、
81
％
の
工
事

を
町
内
業
者
が
受
注
し
て
い
る
。

　
　

最
近
の
入
札
に
お
け
る
特

徴
は
何
か
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

人
件
費
や
資
材

単
価
な
ど
の
上
昇
に
よ
り
、
建

築
工
事
に
お
け
る
落
札
率
が
24

年
度
に
比
べ
上
昇
し
て
い
る
。

　
　

今
後
大
規
模
な
工
事
も
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
入
札
不
調
、

不
落
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策

は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

最
新
の
単
価
な

ど
、
直
近
の
費
用
を
積
算
し
、

市
場
に
あ
っ
た
設
計
を
し
て
発

注
を
か
け
る
。

　

ま
た
、
入
札
後
に
も
変
更
が

で
き
る
特
例
措
置
な
ど
も
参
考

に
し
て
い
き
た
い
。

きずな
青木 信哉 議員

５年をめどに完了する予定である答

防犯灯のLED化を
早める予定は

問

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て

犯
罪
の
な
い

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
　

防
犯
灯

入
札
に
つ
い
て

会派代表 町政を問う！

答

町
長

答

防
災
交
通
課
長

■LED防犯灯

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

問

答
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町政を問う！ 会派代表

　

生
産
人
口
は
減
り
続
け
、
高

齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
む
中
、
相

変
わ
ら
ず
箱
物
に
た
く
さ
ん
の

お
金
を
か
け
、
中
央
公
民
館
や

町
民
会
館
な
ど
、
同
じ
よ
う
な

施
設
の
統
廃
合
も
行
わ
ず
、
多

額
の
お
金
を
維
持
補
修
に
使
い
、

起
債
が
増
え
る
ば
か
り
の
行
政

運
営
に
思
わ
れ
る
。

　

　

大
き
な
事
業
は
、
臨
海
部
に

集
中
し
て
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
南
海
ト
ラ
フ
が
や
っ

て
き
た
ら
本
当
に
大
丈
夫
な
の

か
、
心
配
は
尽
き
な
い
。

　
　

１
３
５
億
８
５
０
０
万
と

　

い
う
予
算
規
模
は
我
が
町
に
と

っ
て
本
当
に
適
正
な
の
か
。

　
　
　
　

26
年
度
予
算
に
お
け

る
歳
出
の
増
加
要
因
は
、
中
山

保
育
園
に
７
億
１
千
万
円
、
知

多
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整
理
事

業
に
３
億
７
千
万
円
、
庁
舎
建

設
基
金
積
立
金
に
５
千
万
円
計

上
し
た
。
い
ず
れ
も
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
事
業

で
あ
る
。
ま
た
、
国
の
施
策
で

「
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
」

お
よ
び
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
給
付
事
業
」
、
県
の

施
策
で
「
子
育
て
支
援
減
税
手

当
給
付
事
業
」
で
、
合
わ
せ
て

１
億
２
千
万
円
ほ
ど
を
計
上
し

て
い
る
。
以
上
の
事
業
費
の
合

計
は
、
約
12
億
円
で
、
今
年
度

の
予
算
か
ら
引
く
と
１
２
３
億

８
５
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
り
、

25
年
度
当
初
予
算
を
下
回
る
こ

と
に
な
る
。

　
　

第
６
次
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

お
よ
び
予
算
査
定
の
中
で
、
ど

ん
な
事
業
を
次
年
度
以
降
に
見

送
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

総
務
部
の
縮
減
し
た

事
業
は
、
職
員
互
助
会
へ
の
補

助
金
、
道
路
照
明
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
の
修
繕
費
、
耐
震
防

火
水
槽
の
整
備
を
例
年
２
基
か

ら
1
基
に
縮
減
し
た
。

　

厚
生
部
の
先
送
り
し
た
事
業

は
、
長
尾
児
童
館
の
外
壁
改
修
、

大
気
測
定
局
の
Ｎ
Ｏ
Ｘ
測
定
器

の
更
新
な
ど
で
あ
る
。
産
業
建

設
部
の
先
送
り
し
た
事
業
は
、

中
山
新
池
の
水
環
境
整
備
計
画
、

堀
川
橋
の
長
寿
命
化
工
事
な
ど

で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
町
民
会
館

の
自
主
事
業
、
文
化
協
会
な
ど

へ
の
委
託
事
業
、
各
小
学
校
の

維
持
修
繕
費
、
武
中
吹
奏
楽
部

の
楽
器
補
充
な
ど
を
縮
減
し
、

緑
小
体
育
館
外
壁
修
繕
、
武
小

体
育
館
の
屋
根
修
繕
、
中
央
公

民
館
の
屋
根
防
水
工
事
、
講
堂

の
床
修
繕
、
歴
史
民
俗
資
料
館

の
展
示
室
の
改
修
、
図
書
館
屋

上
屋
根
防
水
と
余
暇
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
改
修
、
体
育
館
の
床
修
繕
、

運
動
公
園
の
Ａ
Ｂ
面
以
外
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
張
替
な
ど
を
先
送

り
し
た
。

情熱
南 賢治 議員

適正だと考えている答

予算規模は適正なのか問

答

町
長

答

町
長

縮
減
や
先
送
り
し
た
事
業

●　歳　出　予　算（案）

 （単位：千円、％）

予　算　額 構 成 比 予　算　額 構 成 比

1 議 会 費 147,652 1.1 152,746 1.2 △ 5,094 △ 3.3

2 総 務 費 1,267,873 9.3 1,234,585 9.9 33,288 2.7

3 民 生 費 5,707,006 42.0 4,506,373 36.0 1,200,633 26.6

4 衛 生 費 1,181,038 8.7 1,129,413 9.0 51,625 4.6

5 労 働 費 36,152 0.3 35,830 0.3 322 0.9

6 農 林 水 産 業 費 216,831 1.6 211,712 1.7 5,119 2.4

7 商 工 費 81,849 0.6 86,575 0.7 △ 4,726 △ 5.5

8 土 木 費 2,162,046 15.9 2,224,635 17.8 △ 62,589 △ 2.8

9 消 防 費 531,882 3.9 538,886 4.3 △ 7,004 △ 1.3

10 教 育 費 1,436,346 10.6 1,564,359 12.5 △ 128,013 △ 8.2

11 災 害 復 旧 費 3 0.0 3 0.0 0 0.0

12 公 債 費 801,320 5.9 812,881 6.5 △ 11,561 △ 1.4

13 諸 支 出 金 2 0.0 2 0.0 0 0.0

14 予 備 費 15,000 0.1 15,000 0.1 0 0.0

13,585,000 100.0 12,513,000 100.0 1,072,000 8.6歳 　 出　  合　  計

款
本　年　度 前　年　度 対前年度 対 前 年

増 減 額 度 比

- 5 -

自主財源・依存財源一覧表

予　算　額 構 成 比 予　算　額 構 成 比

町 税 7,450,200 54.8 7,504,300 60.0 △ 54,100 △ 0.7

分担金及び負担金 182,661 1.3 183,118 1.5 △ 457 △ 0.2

使用料及び手数料 237,547 1.8 235,781 1.9 1,766 0.7

財 産 収 入 12,202 0.1 2,774 0.0 9,428 339.9

寄 附 金 13,297 0.1 16,938 0.1 △ 3,641 △ 21.5

繰 入 金 1,066,735 7.9 1,200,001 9.6 △ 133,266 △ 11.1

繰 越 金 1 0.0 34,672 0.3 △ 34,671 △ 100.0

諸 収 入 517,602 3.8 471,808 3.8 45,794 9.7

小 計 9,480,245 69.8 9,649,392 77.2 △ 169,147 △ 1.8

地 方 譲 与 税 140,000 1.0 144,000 1.1 △ 4,000 △ 2.8

利 子 割 交 付 金 16,000 0.1 11,000 0.1 5,000 45.5

配 当 割 交 付 金 28,000 0.2 15,000 0.1 13,000 86.7

株式等譲渡所得割
交 付 金

6,000 0.0 4,000 0.0 2,000 50.0

地 方 消 費 税
交 付 金

456,000 3.4 366,000 2.9 90,000 24.6

ゴルフ場利用税
交 付 金

21,000 0.2 23,000 0.2 △ 2,000 △ 8.7

自 動 車 取 得 税
交 付 金

40,000 0.3 60,001 0.5 △ 20,001 △ 33.3

地方特例交付金 33,000 0.2 32,000 0.3 1,000 3.1

地 方 交 付 税 80,000 0.6 10,000 0.1 70,000 700.0

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

7,500 0.1 7,700 0.1 △ 200 △ 2.6

国 庫 支 出 金 1,210,668 8.9 917,137 7.3 293,531 32.0

県 支 出 金 831,187 6.1 892,770 7.1 △ 61,583 △ 6.9

町 債 1,235,400 9.1 381,000 3.0 854,400 224.3

小 計 4,104,755 30.2 2,863,608 22.8 1,241,147 43.3

13,585,000 100.0 12,513,000 100.0 1,072,000 8.6

自
　
主
　
財
　
源

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

合　　　　　計

(単位：千円、％）
財
源
別

科　　　目
本　年　度 前　年　度 対前年度 対 前 年

増 減 額 度 比

- 4 -

26
年
度
予
算
の
特
徴

問

問
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本
年
４
月
か
ら
、
消
費
税
が

８
％
に
移
行
す
る
。
国
・
県
の

予
算
に
は
①
臨
時
福
祉
給
付
金

②
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
③
愛
知
県
子
育
て
支
援
減
税

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象

者
の
人
数
は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
１
月

１
日
現
在
、
住
基
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
方
で
、
か
つ
課
税

さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
人
が
、
対
象
で
あ
る
。

６
月
ぐ
ら
い
に
な
ら
な
い
と
正

確
に
は
把
握
で
き
な
い
が
、
別

の
資
料
で
予
測
す
る
と
約
５
千

人
で
あ
る
。

　
　

周
知
の
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
ポ

ス
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

へ
の
チ
ラ
シ
の
掲
示
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

　
　

自
分
が
該
当
者
で
あ
る
と

判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
個
別

通
知
に
す
る
よ
う
、
国
か
ら
の

指
導
が
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　

一
つ
の
方
法
で

は
あ
る
が
、
決
め
て
い
な
い
。

　
　

絶
対
に
個
別
通
知
が
必
要

だ
。
検
討
の
余
地
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

他
市
町
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
と
愛
知
県
子
育
て
支
援
減

税
手
当
の
支
給
対
象
は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
１
月

分
児
童
手
当
受
給
者
で
所
得
制

限
以
内
の
方
で
あ
る
。

　
　

予
算
編
成
で
気
に
か
け
た

こ
と
は
。

　
　
　
　

税
収
の
低
迷
に
よ
る

財
源
不
足
の
中
で
、
「
30
年
後
、

50
年
後
の
町
の
骨
格
づ
く
り
を

見
据
え
た
予
算
」
と
し
た
。
将

来
に
向
け
て
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
の
た
め
に
、
財
政
調
整

基
金
残
高
の
確
保
、
庁
舎
建
設

基
金
の
創
設
、
町
債
残
高
の
縮

減
に
は
、
十
分
配
慮
し
た
予
算

と
し
た
。

　
　

支
給
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　

６
月
に
児
童
手
当
の
現
況
届

と
申
請
書
を
送
る
。
申
請
し
て

い
た
だ
き
、
10
月
に
児
童
手
当

と
同
時
の
支
給
と
な
る
予
定
。

　
　

ラ
ク
オ
リ
ア
創
薬
は
、
本

町
の
「
新
産
業
立
地
促
進
制
度
」

を
利
用
し
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
を
３
年
間
免
除
さ
れ

た
企
業
で
あ
る
。
こ
の
度
、
本

社
・
研
究
拠
点
を
名
古
屋
に
移

転
す
る
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
際
、
制
度
の
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

３
年
経
っ
た
か
ら
移

転
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
思
う
が
、
制
度
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

答

厚
生
部
長

答

福
祉
課
長

公明党議員団
本村 強 議員

一つの方法として、今後検討する答

給付金などの申請には
個別通知を

問

対
象
者
は
約
５
千
人

会派代表 町政を問う！

問問

問答

福
祉
課
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長
・
子
育
て
支
援
課
長

問

問

問

答

厚
生
部
長
・
福
祉
課
長

問 予
算
編
成…

「
減
る
歳
入
・
増
え
る
歳
出
」

答

町
長

子
育
て
世
帯
を
支
援

答

町
長

問

名　称 対　象　者 金　額 給付時期 備　考

臨時福祉給付金
（国）

住民税均等割
非課税世帯

基礎年金など
受給者は
５千円／１人加算
（被扶養者でないこと）

１万円
／１人

１万円
／１人

１万円
／１人

夏から秋

10月頃 所得制限
あり

所得制限
あり10月頃

子育て世帯臨時
特例給付金（国）

平成２６年１月分
児童手当受給世帯

子育て支援減税
  手当（県）

平成２６年１月分
児童手当受給世帯
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答

産
業
建
設
部
長

　
　
日
本
共
産
党
議
員
団
が
提

出
し
た
「
予
算
要
望
書
」
で
、

「
町
民
の
健
康
増
を
目
的
と
す

る
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
に
当
た

っ
て
は
、
学
校
プ
ー
ル
で
の
水

泳
授
業
の
確
保
と
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
」

こ
と
を
求
め
た
。

　
温
水
プ
ー
ル
の
設
置
は
長
年

に
わ
た
っ
て
求
め
ら
れ
て
き
た

が
、
ご
み
焼
却
施
設
整
備
に
伴

い
、
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
が
住

民
に
大
き
な
期
待
と
な
っ
て
き

た
。

　
温
水
プ
ー
ル
の
工
事
、
完
成

時
期
は
い
つ
に
な
る
か
。

　
　
　
　
　
　

基
礎
調
査
・
基

本
設
計
・
実
施
設
計
な
ど
実
務

的
な
作
業
を
行
っ
て
い
く
と
、

最
短
で
、
工
事
着
手
が
平
成
28

年
度
、
完
成
オ
ー
プ
ン
は
平
成

30
年
度
と
な
る
。

　　
　
温
水
プ
ー
ル
の
設
置
場
所

と
し
て
、
知
多
南
部
広
域
環
境

組
合
が
施
設
整
備
を
計
画
し
て

い
る
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
隣

　
　

接
地
を
予
定
し
て
い
る
が
、
温

水
プ
ー
ル
の
運
用
方
法
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
方
針
を
も
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
　

現
段
階
で
は
、

建
設
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
運
営
方

法
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
、
十
分
協
議
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
議
会
へ
の
報
告
で
は
、
基

本
的
な
考
え
方
な
ど
が
示
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。
現
段
階
で
は
、

具
体
的
に
は
何
も
決
め
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　

運
営
方
法
に
つ

い
て
は
、
事
業
展
開
前
の
段
階

と
し
て
、
住
民
で
組
織
す
る
建

設
検
討
委
員
会
で
議
論
し
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
名
古
屋
市
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
る
。
町
民
が

長
年
利
用
し
て
き
た
施
設
で
あ

り
、
閉
鎖
後
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
利
用
で
き
る
よ
う
求
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
名
古
屋
市
の
意
向
も
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
「
し
だ
れ
桜
の
花

見
な
ど
が
可
能
と
な
る
よ
う
話

し
を
す
す
め
ら
れ
た
い
」
と
い

う
の
が
住
民
の
声
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
と

は
、
計
画
が
決
ま
る
ま
で
武
豊

町
が
借
用
で
き
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
新
た
な
整
備
、
費
用
の

問
題
な
ど
で
、
借
用
は
困
難
で

あ
る
。

　
　
　
　

今
後
、
し
だ
れ
桜
は

残
す
方
向
で
お
願
い
し
て
い
る
。

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

日本共産党議員団
梶田 進 議員

最短で開所は平成30年度となる答

温水プールの完成は
いつになるか

問

住
民
の
期
待
が
高
ま
る
温
水
プ
ー
ル
建
設
　

議
論
ス
タ
ー
ト

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
開
放
を
求
め
て

町政を問う！ 会派代表

問

答

町
長

問問

問

■名古屋市野外活動センターの桜
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